
可児市公共施設等マネジメント基本計画を策定

次世代に継承する公共施設のあり方
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平
成
75
年
に
は
３
３
１
億
円
の

財
源
不
足

　

市
内
の
公
共
施
設
は
、
そ
の
多
く
が
昭

和
53
年
か
ら
平
成
５
年
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
延
べ
床
面
積
に
換
算
す
る
と
、
全

体
の
約
６
割
が
築
30
年
を
超
え
て
お
り
、

今
後
大
規
模
な
改
修
や
建
て
替
え
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
を
今
と
同
じ
規
模
で
建

て
替
え
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
大
規
模
な

改
修
工
事
も
含
め
る
と
、
平
成
75
年
に
は

累
積
で
３
３
１
億
円
の
財
源
が
不
足
す
る

と
試
算
し
ま
し
た
。
そ
の
財
源
不
足
を
解

消
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
大
き

な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
は
、
公
共
施

設
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
方
針
を

立
て
、計
画
的
に
管
理
し
て
い
く
こ
と
（
公

共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
平
成
27
年
か
ら
28
年
に

か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
検
討
委
員
会

で
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
公
共
施

設
の
あ
り
方
を
示
す
「
可
児
市
公
共
施
設

等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
基
本
計
画
か
ら
、
施
設
管
理
の

中
心
的
な
考
え
方
と
な
る
２
点
を
紹
介
し

ま
す
。

　
使
い
や
す
い
公
共
施
設
に

　
す
る
た
め
に

　

公
共
施
設
の
総
量
を
減
ら
し
な
が
ら

も
、
今
ま
で
以
上
に
使
い
や
す
い
施
設
と

す
る
た
め
、
次
の
考
え
方
を
定
め
ま
し
た
。

◆
利
用
制
限
の
緩
和

　

施
設
の
利
用
制
限
の
緩
和
や
複
合
化
に

よ
り
、
施
設
稼
働
率
を
高
め
ま
す
。

◆
民
間
活
力
の
導
入

　

民
間
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
事
業

者
を
活
用
し
ま
す
。
ま
た
施
設
の
運
営
に

は
地
域
活
力
の
導
入
も
検
討
し
ま
す
。

◆
施
設
配
置
の
見
直
し

　

利
用
者
が
多
く
住
む
地
域
や
交
通
の
利

便
性
を
考
え
、
使
い
や
す
い
施
設
配
置
を

検
討
し
ま
す
。

◆
施
設
の
拡
充

　

施
設
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

要
望
な
ど
に
応
じ
て
、
新
規
施
設
の
建
設

や
拡
充
も
検
討
し
ま
す
。

1

次世代に継承する公共施設のあり方
可児市公共施設等マネジメント基本計画を策定

市は人口急増が始まった昭和 50年代から、多くの公共施設を建設してきました。
今後建て替えなどの時期を迎えますが、厳しい財政事情の中、これまでと同じよう
に施設を維持するのは困難です。このような状況に対応し、必要なサービスを維持
していくため、公共施設等マネジメント基本計画を策定しました。

問合先　総合政策課
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コ
ス
ト
縮
減
方
法

　

試
算
で
は
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ

り
３
３
１
億
円
の
財
源
不
足
が
発
生
す
る

た
め
、
次
の
コ
ス
ト
縮
減
方
法
を
提
案
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
不
足
額
を
33
億
円

に
抑
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

◆
施
設
寿
命
を
伸
ば
し
ま
す

　

建
物
を
適
正
に
管
理
し
、
適
切
に
使
う

こ
と
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
施
設

寿
命
を
60
年
か
ら
75
年
へ
と
15
年
間
長
寿

命
化
し
ま
す
。

◆
施
設
規
模
を
縮
小
し
ま
す

　

施
設
を
建
て
替
え
る
際
に
は
、
将
来
の

人
口
減
少
に
応
じ
て
規
模
を
縮
小
し
ま
す
。

そ
の
目
標
値
は
平
成
72
年
の
人
口
減
少
率

に
相
当
す
る
20
・
７
％（
可
児
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
け
る
将
来
展
望
人
口
）と
し
ま
す
。

◆
施
設
の
集
約
・
廃
止
を
検
討
し
ま
す

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
施
設
、
近
隣

の
公
共
施
設
に
代
替
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
施

設
、
民
間
に
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
施

設
な
ど
は
、
次
の
建
て
替
え
ま
で
に
集
約
・

廃
止
や
民
間
へ
の
譲
渡
を
検
討
し
ま
す
。

集
約
を
検
討
す
る
施
設
の
例

・
帷
子
小
学
校
と
南
帷
子
小
学
校

・
西
可
児
中
学
校
と
広
陵
中
学
校

廃
止
、
民
間
譲
渡
を
検
討
す
る
施
設
の
例

　

春
里
公
民
館
分
館
、
兼
山
生
き
生
き
プ

ラ
ザ
、
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ

ポ
ー
ト
可
児
）、
ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
、

市
営
住
宅
の
一
部
な
ど

公
共
施
設
の
あ
り
方

　

施
設
の
維
持
に
は
多
く
の
費
用
が
必
要

で
す
が
、
施
設
数
や
規
模
を
減
ら
す
だ
け

で
は
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。
費
用
を
抑
え
、
よ
り
使
い
や

す
い
施
設
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
後
は
基
本
計
画
を
指
針
と
し
て
、
施

設
ご
と
に
将
来
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
な
お
基
本
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
他
、
市
役
所
や
各
連

絡
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

2

ふれあいの里可児

４月に開園した、はぐみの森
保育園

山城連絡協議会の事務所として
も活用する兼山生き生きプラザ

図書館本館 文化創造センター・アーラ

基本計画で示された各施設の方向性のうち、主なものを紹介します。

・

児童生徒数に見合う規模で建て替えます

・

小規模校の集約を検討します

・

空いている教室を有効活用します

・全ての市民が使いやすい施
設になるよう検討していき
ます

・当面の保育園不足は民間施
設で対応します

・子どもの数に応じた施設規
模や適切な施設配置で建て
替えます

・利用制限の見直し、予約方法の改善により
稼働率を向上します

・地域住民による施設運営を検討します
・同地区の類似施設
を集約します

・高齢者や子どもの
居場所として活用
します

・減免制度などを見
直します

・経済的な設備に更
新しコストを抑制
します

・市民の利用がより
増えるよう検討す
る他、利用料金を
見直します

小・中学校

図書館

保育子育て施設

公民館

文化創造センター・アーラ
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このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

一般土木工事、JR鉄道土木工事の分野で多くの実績
がある弊社は、お客さまの満足を第一に考え、建築の匠
として丁寧な仕事を心掛けています。
いじめ防止協力事業所の取り組みとしては、事務所へ
のポスター掲示やチラシ類の設置の他、社用車に「いじ
め防止パトロール実施中」のステッカーを貼っています。
また、資材置き場にいじめ防止の看板を設置し、啓発活
動に努めています。
従業員には子どもを見守ることに加えて、各家庭で日
頃から子どもと一緒に学校の様子や友達のことなど話し
合うよう周知しています。取り組みを通じて、この地域
が子どもたちにとって安心・安全な環境となるお手伝い
ができればと思います。

●株式会社匠
しょうちく

築（塩河）

問合先　子育て支援課

チラシやステッカーを持つ従業員の
皆さん

資材置き場に設置さ
れた看板

わたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを vol.26止防
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Vol.1見守
り、つな

ぐ民生児童委員

1605年 慶長地震

1707年 宝永地震

1946年 南海地震

（2017年現在）

1944年 東南海地震

1498年 明応東海地震

1854年 安政東海・南海地震

南海地震南海地震 東南海地震東南海地震 東海地震

？

163年
73年71年

南海トラフとは、静岡県の駿河湾から四国沿岸
まで続く深さ約4,000ｍの海底のくぼみで、震源
域ごとに東海、東南海、南海と３つのエリアに分け
られます。この３つの震源域で同時に起こり得る地
震の総称が南海トラフ巨大地震です。この南海トラ
フでは、過去100～150年間隔で大きな地震が発
生しています。
政府の見解によると、南海トラフ巨大地震の発
生確率は30年以内には70％程度、50年以内には
90％程度もしくはそれ以上となっています。可児
市においても最大震度６弱の地震が予測されてい
ます。
地震による被害を最小限に抑えるためにも、家
庭での備えやいざというときの心構えを日ごろか
ら考えておくことが重要です。

民生児童委員のシンボルマーク

地域の身近な相談役として、必要な支援をしてくれる民生児童委員。今年、民生委員の制度は創設100周
年を迎えました。民生児童委員のことをもっと知っていただくために、シリーズで紹介していきます。

ご存知ですか　民生委員と児童委員
民生委員制度は、大正６年に岡山県で創設された生活困窮者を支援する
ための済

さいせい

世顧問制度に始まりました。
民生委員は民生委員法により厚生労働大臣から委嘱され、地域福祉の担
い手として、高齢者の見守り活動などを行います。また児童福祉法により
児童委員を兼ねており、地域の子どもたちの見守り活動なども行います。
この２つの名称を合わせて民生委員・児童委員（民生児童委員）と呼ばれ
ています。困ったときには相談にのってくれたり、行政機関などを紹介し
てくれたりする頼もしい存在です。

問合先　防災安全課

南海トラフ巨大地震とは

Vol.24

※「清流の国ぎふ防災リーダー育成講座」地震のしくみと被
害（能島岐阜大教授）の資料を基に作成。

過去 500年間の巨大地震と発生震源域

問合先　福祉課

次回は、民生児童委員はどんな人がなるの
かを紹介します。
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昇
任
し
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

班
長
　
安
藤
史
浩
　
可
児
健
一

退
団
し
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

分
団
長
　
奥
村
嘉
延
　
大
平
正
樹
　
細
川

正
幸
　
安
在
隆

班
長
　
秋
山
賢
司
　
髙
木
勝
利
　
伴
野
晶

一
　
佐
橋
真
之
　
二
子
石
裕
也

団
員
　
渡
邉
雄
一
朗
　
日
比
野
剛
　
山
口

峻
　
丸
茂
敬
介
　
五
藤
広
海
　
水
野
浩
嗣

木
枝
広
樹
　
柳
生
誠
　
星
野
知
己
　
脇
田

光
樹
　
中
山
孔
志
　
吉
田
拓
矢
　
戸
田

将
斗
　
田
島
祥
平
　
奥
村
洋
樹
　
平
田
修

可
児
裕
介
　
山
崎
宏
樹
　
渡
辺
由
裕
　
村

田
成
基
　
山
本
智
也
　
玉
野
翔
一
　
吉
田

明
弘
　
石
川
恭
志
　
加
藤
俊
輔
　
重
田
晃

加
藤
了
紘
　
川
村
匠
　
倉
橋
健
太
　
馬
場

健
太
郎
　
花
井
大
輝
　
日
比
野
準
也
　
玉

井
利
明
　
吉
田
祐
介
　
郷
治
利
章
　
浅
野

祐
樹
　
大
崎
達
彦
　
野
口
則
幸
　
村
上
勝

司
　
内
山
圭
介
　
堂
満
孝
輔
　
田
口
薫
平

奥
村
直
樹
　
土
井
真
　
伊
藤
淳
　
纐
纈
隆

広女
性
消
防
団
団
員
　
志
村
ひ
と
み
　
寺
井

月
日
子

入
団
し
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

分
団
長
　
鈴
木
秀
夫
　
水
谷
雅
之
　
渡
邉

英
治
　
肥
田
充
教

班
長
　
栗
本
洋
一
　
玉
田
和
也

団
員
　
口
智
也
　
兼
氏
啓
輔
　
市
原
征

伸
　
栗
本
圭
太
　
坂
井
大
斗
　
金
子
翔

多
賀
亮
太
　
神
谷
晃
寿
　
須
美
翔
平
　
恩

田
享
政
　
川
口
健
太
　
盾
智
行
　
可
児
慶

也
　
中
村
裕
太
　
横
田
和
也
　
田
口
一
輝

村
田
誠
治
　
可
児
一
斗
　
各
務
椋
太
　
久

保
光
彦
　
森
川
総
悟
　
大
橋
一
仁
　
飯

田
和
也
　
蓮
尾
裕
希
　
杉
山
琢
郎
　
杉
田

秀
徳
　
吉
田
健
人
　
玉
野
弘
一
郎
　
川
崎

一
真
　
前
田
周
吾
　
石
井
肇
　
古
瀬
将
貴

玉
置
右
京
　
可
児
克
也
　
可
児
大
樹
　
粉

川
善
規
　
野
澤
賢
治
　
小
栗
拓
弥
　
中
松

博
　
森
田
大
助
　
鈴
木
晃
一
郎
　
水
野
建

一
郎
　
松
元
義
勝
　
森
下
将
成
　
堀
部
貴

也
　
木
下
智
稀
　
宮
本
竜
一
　
大
嶋
亮
仁

稲
吉
宏
昌
　
安
在
広
基
　
森
藤
誠

女
性
消
防
団
団
員
　
山
本
愛
　
坂
田
祐
子

富
田
麻
裕

消防団の入退団式が４月２日（日）に行われました。消防団は地域の安心と安全を守
る要として重要な組織です。今年は 57人が任期を終え退団。新たに 60人のメンバー
を迎え、331人でスタートします。今後も市民の皆さんには、消防団活動へのご理解
とご協力をお願いします。

団
長
訓
示

　
今
日
か
ら
の
訓
練
・
教
育
を
し
っ
か

り
身
に
付
け
、
可
児
市
10
万
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
命
財
産
と
安
心
安
全
を
守
る

べ
く
立
派
な
消
防
団
員
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

�

団
長
　
中
島
勝
雄

平成 29 年度 消防入退団式

問合先　防災安全課
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市は、平成 30年４月に新規採用する職員を次のように募集します。受験資格や試験についての詳細は、必ず
試験案内をご確認ください。

「住みごこち一番・可児」を目指して、共に働きませんか？

申込方法　秘書課で配布する申込書に必要事項を記入し、平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分までに同課へ持
参または郵送する

　※区分 B・Ｃ・Ｄの併願はできません。
　※区分Ａ・Ｃ・Ｄは、市ホームページから受験申込書、エントリ－シートをダウンロードできます。
申込締切　６月９日（金）必着
申込・問合先　秘書課

平成29年度

可 児 市 職 員 採 用 試 験

区分 職種 採用
人数 年齢要件 学歴・資格 １次

試験
２次
試験

３次
試験

Ａ

保健師

若
干
名

平成３年４月２
日以降に生まれ
た人

大学卒業程度の学力を有する人で、次のいずれか
の要件を満たす人
○保健師免許を有する人
○保健師免許を来年３月までに取得見込みの人

６/25
（日）

総合会館
分室

７
月
中
旬

８
月
中
旬

管理栄養士
昭和 62 年４月
２日以降に生ま
れた人

大学卒業程度の学力を有する人で、管理栄養士免
許を有する人

福祉支援員
昭和 62 年４月
２日以降に生ま
れた人

大学（短期大学を除く）を卒業した人または来年
３月までに卒業見込みの人で、次のいずれかの要
件を満たす人
○特別支援学校（知的障がい者、肢体不自由者お

よび病弱者に関する教育の領域）の教諭免許を
有する人または来年３月までに取得見込みの人

○小学校教諭一種免許を有し、特別支援教育の職
務経験が２年以上ある人

土木技術職
５
人
程
度

平成３年４月２
日以降に生まれ
た人

大学（短期大学を除く）の土木に関する専門課程を
卒業した人または来年３月までに卒業見込みの人

7/2
（日）

総合会館
分室保育士

若
干
名

平成３年４月２
日以降に生まれ
た人

大学または短期大学を卒業した人（来年３月まで
に卒業見込みの人を含む）で、次のいずれかの要
件を満たす人
○保育士資格および幼稚園教諭免許の両方を有す

る人
○保育士資格および幼稚園教諭免許の両方を来年

３月までに取得見込みの人

Ｂ 一般事務職
（教養コース）

15
人
程
度

平成３年４月２
日以降に生まれ
た人

大学（短期大学を除く）を卒業した人または来年
３月までに卒業見込みの人

7/23
（日）

可児高校

８
月
下
旬

９
月
下
旬

Ｃ 一般事務職
（面接コース）

昭和 55 年４月
２日以降に生ま
れた人

大学（短期大学を除く）を卒業した人または来年
３月までに卒業見込みの人

7/30
（日）

総合会館Ｄ 一般事務職
（システムエンジニア）

昭和 55 年４月
２日以降に生ま
れた人

大学（短期大学を除く）を卒業した人または来年
３月までに卒業見込みの人で、次のいずれかの要
件を満たす人
○システムエンジニアの資格を有する人（資格の

種類およびレベルの要件なし）
○情報処理や情報管理に関する職務経験が２年以

上あり、基礎的な知識を身に付けている人
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広
　
告

昨年の試合の様子

プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
VS
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

問 

可
児
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
実
行
委
員

会
（
体
育
連
盟
）
☎
�
８
６
０
０

日
時　
７
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
～

※
雨
天
中
止
。

場
所　
Ｋ
Ｙ
Ｂ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
坂
戸
）

入
場
料　
○
前
売
り
券
＝
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

（
ベ
ン
チ
シ
ー
ト
）
８
０
０
円
、
内
外
野

芝
生
席
（
着
座
）
５
０
０
円　
○
当
日
券

（
芝
生
席
の
み
）
＝
８
０
０
円

※
全
席
自
由
。
３
歳
以
下
は
無
料
。

販
売
開
始　
５
月
29
日
（
月
）

販
売
場
所　
○
前
売
り
券
＝
Ｋ
Ｙ
Ｂ
ス
タ
ジ

ア
ム
、
錬
成
館
（
谷
迫
間
）、
市
役
所
人

づ
く
り
課
、
中
日
新
聞
販
売
店
、
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
ヒ
ビ
ノ　
○
当
日
券
＝
Ｋ
Ｙ
Ｂ

ス
タ
ジ
ア
ム

※
人
づ
く
り
課
は
６
月
９
日
（
金
）
ま
で
の

平
日
の
み
取
り
扱
い
ま
す
。

※
中
日
新
聞
販
売
店
は
内
外
野
芝
生
席
の
み

取
り
扱
い
ま
す
。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
後
期
）

問 

県
聴
覚
障
害
者
協
会

☎
０
５
８
（
２
７
８
）
１
３
０
１

０
５
８
（
２
７
４
）
１
８
０
０

日
常
会
話
程
度
の
手
話
を
学
び
た
い
人
を

対
象
と
し
た
、
基
礎
編
の
手
話
講
座
で
す
。

期
日

○
昼
の
部
＝
６
月
12
日
～
12
月
25
日
の
祝
日

を
除
く
毎
週
月
曜
日
（
全
26
回
）

○
夜
の
部
＝
６
月
13
日
～
12
月
５
日
の
毎
週

火
曜
日
（
全
26
回
）

時
間

○
昼
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
夜
の
部
＝
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

対
象
者　
前
期
講
座
を
受
講
し
た
人

定
員　
各
25
人
（
抽
選
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
県

聴
覚
障
害
者
協
会
（
〒
５
０
０ 

ー 

８
３
８

４
岐
阜
市
薮
田
南
５ 

ー 

14 

ー 

53
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ

れ
あ
い
会
館
６
階
）
に
郵
送
す
る

申
込
締
切　
６
月
２
日
（
金
）
必
着

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

問 

岐
阜
ア
ソ
シ
ア

☎
０
５
８
（
２
６
３
）
１
３
１
０

０
５
８
（
２
６
６
）
６
３
６
９

期
日　
６
月
９
日
～
平
成
30
年
３
月
の
毎
週

金
曜
日
（
全
29
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
○
点
訳
講
習
会
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
渡
）　
○
音
訳
講
習
会
＝
美
濃
加
茂
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
視
覚
障
害
者
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ

（
岐
阜
市
）
で
行
う
回
も
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
65
歳
以
下
の
人

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
希
望
す
る
講
習
会
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
む

申
込
期
間　
５
月
16
日
（
火
）
～
31
日
（
水
）

【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1 番地　☎� 1111
ホームページ　http://www.city.kani.lg.jp/

催
し
・
講
座

問 ＝問合先
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メ
タ
ボ
予
防
教
室
（
食
事
編
）

問 

健
康
増
進
課

メ
タ
ボ
と
脂
質
異
常
症
を
予
防
・
改
善
す

る
た
め
の
料
理
講
習
会
で
す
。

日
時　
６
月
28
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

正
午
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
20
分
～
）

場
所　
総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

内
容　
講
話
、
調
理
実
習

対
象
者　
一
般
成
人

受
講
料　
３
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
、

筆
記
用
具

申
込
締
切　
６
月
14
日
（
水
）

歩
こ
う
可
児
３
０
２
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

問 

健
康
増
進
課

可
児
市
健
康
づ
く
り
運
動
普
及
推
進
協
議

会
は
、
初
心
者
向
け
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
20
分
～

11
時
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～
）

※
雨
天
中
止
。

集
合
場
所　
中
恵
土
公
民
館

コ
ー
ス　
中
恵
土
か
ら
洞
興
寺
（
御
嵩
町
）

の
約
３
㎞

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
参
加
不
可
。
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。

参
加
費　
無
料
（
申
込
不
要
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
用
靴
、

帽
子
、
飲
み
物

「世界のバラをあなたへ」をテーマに世界のバラをとことん楽しむイベントを開催します。多彩なイベ
ントの他、グルメやデザートもお楽しみいただけます。

期　　間　５月 13 日（土）～６月 18 日（日）
開園時間　平日＝午前９時～午後５時、土・日曜日＝午前８時～午後６時
場　　所　花フェスタ記念公園（瀬田）
入　園　料　1,000 円（高校生以下は無料）

春のバラガイドツアー
バラ専門誌「New Roses」編集長の玉置

一裕さんと、ローズスタイリストの大野耕生
さんによる大人気のバラ園ガイドとトーク
セッションです。
期日　５月 23 日（火）
時間　午後 1 時～ 3 時

New Roses Garden2017
世界中の最新品種の

バラを鑑賞できます。
場所　バラのテーマ
　　　ガーデン内

可児ローズソサエティバラ展
鉢バラや切りバラを

使ったローズガーデン
です。
期日　５月 20 日（土）、
　　　21 日（日）

オフィシャルオーケストラによる
コンサート
期日　５月 14 日（日）、
　　　21 日（日）
時間　午前 11 時、午

後 1 時 30 分の
２回

ナイトローズガーデン
ライトアップやバラ園をランタンで巡るイベントな

ど、夜の園内をお楽しみいただけます。
期日　５月 13 日（土）、20 日（土）、27 日（土）、
　　　６月３日（土）、10 日（土）
時間　午後６時～８時 30 分

春のバラまつりを開催 問  花フェスタ記念公園　☎� 7373

大野耕生さん

ピンク　パラダイス

玉置一裕さん

主なイベント
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期日 時間 場所 定員 申込期間 託児（※）

6/2（金） 午前 9 時 30 分
～午後 1 時 総合会館 20 人 5/22（月）

～ 5/25（木） 20 人

6/6（火） 午前 9 時 30 分
～午後 1 時 総合会館 20 人 5/22（月）

～ 5/30（火） 20 人

6/6（火） 午前 10 時
～午後 1 時 若葉台集会所 10 人 5/22（月）

～ 5/30（火） なし

6/13（火） 午前 9 時 30 分
～午後 1 時 平牧公民館 16 人 5/22（月）

～ 6/6（火） なし

6/15（木） 午前 9 時 30 分
～午後 1 時 総合会館 20 人 5/22（月）

～ 6/8（木） 20 人

トレーニングルーム

料
理
講
習
会

「
ひ
と
工
夫
で
で
き
る
簡
単
朝
ご
は
ん
」

問 

健
康
増
進
課

可
児
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
開
催

す
る
料
理
講
習
会
で
す
。
忙
し
い
朝
で
も
用

意
で
き
る
一
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
６
カ
月
以
上
の
未
就
園
児
が
対
象
。
子
ど

も
１
人
に
つ
き
２
０
０
円
。
希
望
者
は
申

し
込
み
時
に
合
わ
せ
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
１
食
３
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、

手
拭
き

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

問 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
�
８
６
０
３

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に

は
、
事
前
に
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
時

○
６
月
10
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

○
６
月
15
日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時

○
６
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

※
受
け
付
け
は
開
始
時
間
の
10
分
前
ま
で
。

場
所　
市
運
動
公
園
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
（
坂
戸
）

対
象
者　
高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連
れ

の
参
加
は
不
可
）

定
員　
各
24
人

受
講
料　
２
１
０
０
円
（
一
般
は
６
回
分
、

高
校
生
は
12
回
分
の
利
用
回
数
券
を
含
む
）

持
ち
物　
運
動
服
、
室
内
用
靴

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
窓
口

※
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
開
始　
５
月
23
日
（
火
）

可児市総合体育大会　陸上競技の参加者を募集
問  可児市陸上競技協会の若宮さん　☎ 090（8519）4959

日　　時　６月 25 日（日）午前 10 時～（受け付けは午前９時～）
場　　所　市総合運動場（坂戸）
対　象　者　○小学生の部＝市内在住または在学の５・６年生　○中学生の部＝可児市郡に在住または在学
　○高校生の部＝可茂地区内に在住または在学　○一般の部＝市内在住または在勤
参　加　費　無料
申込方法　同協会ホームページ（http://wakash.com/kamo/）から直接申し込むか、ホームページにある申込

書を体育連盟事務局（錬成館）に提出
※詳しい区分や種目については同協会ホームページをご確認ください。
申込締切　６月８日（木）
※当日の申し込みや種目の追加はできません。

区　分 種　　　　目

小学生
男子 100m、1000m、4 × 100m リレー、走り幅跳び、ソフトボール投げ
女子 100m、800m、4 × 100m リレー、走り幅跳び、ソフトボール投げ

中学生
男子 100m、200m、1500m、3000m、4 × 100m リレー、走り高跳び、走り幅跳び、砲丸投げ、ジャベリックスロー
女子 100m、200m、800m、1500m、4 × 100m リレー、走り高跳び、走り幅跳び、砲丸投げ、ジャベリックスロー

高校生
男子 100m、200m、400m、5000m、4 × 100m リレー、走り高跳び、走り幅跳び、砲丸投げ
女子 100m、200m、800m、4 × 100m リレー、走り高跳び、走り幅跳び、砲丸投げ

一　般
男子 100m、200m、400m、5000m、4 × 100m リレー、走り高跳び、走り幅跳び、砲丸投げ
女子 100m、200m、800m、4 × 100m リレー、走り高跳び、走り幅跳び、砲丸投げ
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食生活改善ボランティア養成講座
問  健康増進課

栄養や健康などの正しい知識を学び、各地区で食生活改善ボランティア
（食生活改善推進員）として活動していただく人を養成する講座です。

時間　午前９時 30 分～
午後１時 30 分（初回
は午前 11 時 30 分ま
で、第８回は午後２時
まで）

場所　総合会館（市役所
向かい）

対象者　市内在住の人
定員　20 人（先着順）
受講料　1,728 円
申込期間

５月 10 日（水）～
６月 16 日（金）

※６回以上の出席で修了
証を授与します。

期日
（全８回） 内　　容

６/30（金）・可児市の健康づくり対策
・食生活改善推進協議会の組織と役割

７/12（水）・調理と食品衛生
・バランスのとれた献立（調理実習）

９/ ５（火）・年代別の食生活
・高齢者向けの献立（調理実習）

10/31（火）・健康づくりと生活習慣病予防
・低カロリーの献立（調理実習）

11/16（木）・栄養の基礎知識　・献立の立て方
・子ども向けの献立（調理実習）

12/ ５（火）・食品成分表の使い方
・減塩食の献立（調理実習）

１/18（木）・歯の健康
・カルシウムの多い献立（調理実習）

２/27（火）・グループ研究発表（調理実習）

生涯学習コーディネーター養成講座 問  地域振興課

地域の課題を自分たちで解決するための方法を学ぶ講座です。

時間　午後１時～４時
場所　広見公民館ゆとりピア
対象者　市内在住または在勤の人
定員　20 人（先着順）
受講料　無料
申込方法　氏名、住所、電話番号、

生年月日を電話または  �
4248 で申し込む

申込締切　5 月 26 日（金）
※５回以上の出席とレポート提出

で修了証を授与します。
※右記とは別に、子ども向け講座

でのボランティア体験とレポー
ト提出があります。

期日（全７回） 内　　容 講　師（敬称略）

６/10（土）
可児市の生涯学習施策と現状 地域振興課職員

生涯学習の意義と課題 益川浩一（岐阜大学教授）

６/24（土） 講座プログラムの企画と運営 益川浩一（岐阜大学教授）

７/ ８（土） コミュニケーション能力を UP す
る方法

道田智子
（心理カウンセラー）

７/22（土）
現地見学　土岐市土岐津町高山地
区「歴史と文化を活かしたまちづ
くり」

後藤清
（高山城高山宿史跡保存会）

８/12（土）
生涯学習コーディネーターの活動
発表

可児市生涯学習コーディ
ネーターの会

実習①課題の発見と活動計画 県生涯学習マスター

８/26（土） 実習②活動プログラム作成 県生涯学習マスター

９/ ９（土） 活動計画発表・講評 益川浩一（岐阜大学教授）

弓
道
体
験
教
室

問 

体
育
連
盟
☎
�
８
６
０
０

可
児
市
弓
道
協
会
は
、
弓
道
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
礼
儀
作
法
を
学
び
、
集
中
力

や
心
身
を
鍛
え
ま
す
。

期
日　
６
月
３
日
～
８
月
12
日
の
毎
週
土
曜

日
（
７
月
１
日
を
除
く
全
10
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
11
時

場
所　
市
運
動
公
園
弓
道
場
（
坂
戸
）

対
象
者　
小
学
５
年
生
以
上
の
男
女

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物　
ボ
タ
ン
の
な
い
運
動
で
き
る
服
装

※
必
要
備
品
は
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

（
錬
成
館
）
で
申
し
込
む

申
込
開
始　
５
月
10
日
（
水
）
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作品例（植物などを観
賞するテラリウム）

親
子
で
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問 

こ
ど
も
課

可
児
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
と
市
は
、

集
中
力
な
ど
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
磨
く
こ
と
の

で
き
る
シ
ア
タ
ー
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
、

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
６
月
18
日
（
日
）

時
間　
午
後
１
時
15
分
～
３
時
15
分

場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

内
容　
シ
ア
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
交
流
会

対
象
者　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
家
族
３
０
０
円

申
込
締
切　
６
月
２
日
（
金
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

問 

中
濃
特
別
支
援
学
校
渉
外
部

☎
０
５
７
５
�
１
７
７
３

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
理

解
を
深
め
、
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

期
日　
６
月
24
日
、
７
月
８
日
、
10
月
14
日
、

11
月
11
日
の
各
土
曜
日
（
全
４
回
）

時
間　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
中
濃
特
別
支
援
学
校
（
関
市
）

対
象
者　
高
校
生
以
上

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、受
講
希
望
理
由
を
郵
送（
〒
５

０
１ 

ー  

３
９
３
８
関
市
桐
ケ
丘
２ 

ー 

３
）

ま
た
は　

０
５
７
５
�
６
２
６
５
で
申

し
込
む

申
込
期
間　
５
月
15
日
（
月
）
～
６
月
２
日

（
金
）
必
着

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

問 

わ
く
わ
く
体
験
館
☎
�
１
５
１
５

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
基
礎
講
座
（
全
４
回
）

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法
を
使
っ
て
、
テ

ラ
リ
ウ
ム
ま
た
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を

作
り
ま
す
。

期
日　
①
木
曜
日
コ
ー
ス
＝
６
月
１
日
、
８

日
、
15
日
、
22
日　
②
金
曜
日
コ
ー
ス
＝

６
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日　
③
土

曜
日
コ
ー
ス
＝
６
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、

24
日

時
間　
①
③
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
②
午
後
１
時
～
４
時

定
員　
各
８
人
（
抽
選
）

参
加
費　
１
万
１
０
０
０
円

江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
作
り
（
全
４
回
）

江
戸
時
代
に
可
児
郡
土
田
村
で
始
ま
っ
た

当
時
の
製
造
方
法
を
で
き
る
限
り
再
現
し
、

金
魚
玉
を
作
り
ま
す
。

日
時　
５
月
29
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後

３
時
、６
月
５
日（
月
）午
前
９
時
～
正
午
、

６
月
12
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
、

６
月
19
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

定
員　
10
人
（
抽
選
）

参
加
費　
３
５
０
０
円

共
通
事
項

場
所　
わ
く
わ
く
体
験
館
（
塩
河
）

対
象
者　
一
般
成
人

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
締
切　
５
月
20
日
（
土
）

市
民
委
員
を
募
集

問 

福
祉
課

第
４
期
可
児
市
障
が
い
者
計
画
を
見
直

し
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
幅
広
く

審
議
し
て
い
た
だ
く
市
民
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

任
期　
委
嘱
の
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

募
集
人
数　
２
人
程
度
（
選
考
）

応
募
資
格　
○
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

（
高
校
生
を
除
く
）　
○
市
の
障
が
い
者
福

祉
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
人　
○
年
４
回

程
度
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る

人
委
員
謝
礼　
日
額
３
０
０
０
円

応
募
方
法　
「
可
児
市
の
障
が
い
福
祉
に
つ

い
て
思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０

０
字
程
度
の
作
文
と
申
込
書
を
郵
送
ま
た

は
福
祉
課
窓
口
に
提
出
（
応
募
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
）

※
申
込
書
と
募
集
要
項
は
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　
選
考
委
員
会
で
選
考

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
締
切　
５
月
22
日
（
月
）
消
印
有
効

全
国
大
会
な
ど
の
出
場
選
手
を
支
援

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
け
る
全
国
大
会
な
ど

の
出
場
者
に
、
激
励
金
と
し
て
地
域
通
貨
Ｋ

マ
ネ
ー
を
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

○
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
で
、
大
会
に
出
場

登
録
し
て
い
る
選
手
・
監
督
・
コ
ー
チ

○
県
の
予
選
会
な
ど
で
上
位
に
入
賞
す
る
な

ど
し
て
全
国
大
会
以
上
（
登
録
の
み
で
出

場
で
き
る
も
の
は
除
く
）
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
人

申
込
方
法　
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

記
入
し
、
予
選
大
会
の
結
果
お
よ
び
全
国

大
会
の
要
項
な
ど
の
関
係
書
類
を
添
付
し

窓
口
に
提
出

案
内

募
集

広報かに  2017.5　1213　広報かに  2017.5

	 〒509-0292  広見一丁目 1 番地　☎� 1111
	 ホームページ http://www.city.kani.lg.jp/



場所 期日 曜日 内容

久々利保育園
☎� 1512

６日、13 日、20 日
火

園庭遊び
27 日 園庭遊び、小麦粉粘土遊び

めぐみ保育園
☎� 3932

１日、８日、22 日
木

園庭遊び
15 日 園庭遊び、パネルシアター

土田保育園
☎� 8318

７日、14 日、21 日
水

園庭遊び
28 日 園庭遊び、小麦粉粘土遊び

兼山保育園
☎� 2102

７日、14 日、21 日
水

園庭遊び

28 日 園庭遊び、しゃぼん玉・
泡遊び

瀬田幼稚園
☎� 1302 14 日 水 園庭遊び、パネルシアター

↑
可児そだち認定
商品はこちら

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の
手
続
き
を

問 

福
祉
課

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
を
対
象

に
、
６
月
初
旬
に
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

同
封
の
案
内
に
従
い
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
６
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

の
平
日

※
６
月
18
日
（
日
）
は
実
施
し
ま
す
。

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
６
月
14
日
（
水
）、
23
日
（
金
）
は
午
後

７
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

持
ち
物　
現
況
届
、
印
鑑
、
受
給
者
の
健
康

保
険
証
の
写
し
ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書

※
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人

は
平
成
29
年
度
（
平
成
28
年
分
）
所
得
課

税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

可
児
そ
だ
ち
の
新
規
認
定
商
品

問 

経
済
政
策
課

可
児
そ
だ
ち
は
市
内
で
生
産
さ
れ
た
安

心
・
安
全
な
農
産
物
や
そ
の
加
工
品
で
す
。

新
た
に
４
つ
の
商
品
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
農
産
物
「
Ｌ
Ｇ
Ｃ
ソ
フ
ト
米
」（
有
限
会

社　
楽
農
楽
人
）

○
農
産
物
「
Ｌ
Ｇ
Ｃ
ソ
フ
ト
米
（
低
リ
ン
・

低
カ
リ
ウ
ム
化
米
）」（
有
限
会
社　
楽
農

楽
人
）

○
加
工
品
「
可
児
の
米
粉
を
使
っ
た
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
」（
素
材
香
房
イ
ル 

コ
ロ
ー
レ
）

○
加
工
品
「
ハ
ト
ブ
キ
山
カ
レ
ー
」（
ハ
ト

ブ
キ
山
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
）

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

問 

総
合
政
策
課

国
内
に
お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
中
小
企
業
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
・
活
用
す
る
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

５
月
末
ま
で
に
調
査
員
が
事
業
所
に
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
回
答
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
従
業
員
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事

業
所

水
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問 

防
災
安
全
課

水
害
の
増
え
る
時
期
に
備
え
、
住
民
が
安

全
に
避
難
で
き
る
よ
う
訓
練
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
で
の
備
え
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
サ
イ
レ
ン
・
訓
練
用
放
送
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
６
月
４
日
（
日
）
午
前
８
時
～

園
庭
を
開
放
し
ま
す

問 

各
保
育
園
・
幼
稚
園

６
月
の
予
定
（
雨
天
中
止
）

時
間

○
各
保
育
園
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
瀬
田
幼
稚
園
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

持
ち
物　
飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

※
子
育
て
に
関
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不

安
な
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
事
業
の
実
施
報
告

問 

財
政
課

市
は
、
岐
阜
県
清
流
の
国
ぎ
ふ
推
進
補
助

金
を
財
源
に
し
て
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

○
可
児
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

○
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
可
児
活
性
化
推
進
事
業

あ
た
り
ま
え　

そ
ん
な
み
ず
こ
そ

た
か
ら
も
の

問 

水
道
課

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で
す
。
大

切
な
水
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

毎
日
皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て
飲
め
る

水
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

みなさんの善意
次の皆さんから寄付がありました（敬称略）。
ありがとうございました。

市政全般のため…尾関芳樹（愛知県）、上田哲次郎（愛知県）、
志村浩明（千葉県）

Ｋマネー事業のため……………………… 山本創（愛知県）
国際交流事業のため……………… 浅井ちぇろ（神奈川県）
自然・環境のため………高木鋼太郎、笠井俊宏（京都府）、
　　　　　　　　　　　三浦悟（愛知県）
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臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

問 

福
祉
課

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に

は
、
２
月
下
旬
か
ら
申
請
書
類
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
期
限
後
は
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

支
給
額　
１
人
に
つ
き
１
万
５
０
０
０
円

申
請
方
法　
郵
送
も
し
く
は
臨
時
福
祉
給
付

金
窓
口
（
市
役
所
１
階
）
で
必
要
書
類
を

提
出

提
出
書
類　

申
請
書
、
本
人
確
認
書
類
の
写

し
（
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
旅
券
な
ど
）

※
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い
人
な
ど
は
、
振
込
先
口
座
確
認

書
類
（
通
帳
な
ど
）
の
写
し
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限　
６
月
１
日
（
木
）
消
印
有
効

健（
検
）診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
配
布

問 

健
康
増
進
課

子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
対
象
者
に
郵
送

し
ま
す
。

対
象
者
（
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
）

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
20
歳
の
女
性

○
乳
が
ん
検
診
＝
40
歳
の
女
性

工
事
の
予
定

問 

土
木
課

市
民
の
皆
さ
ん
に
関
わ
り
の
あ
る
工
事
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工
事
名　
市
道
８
号
線
舗
装
修
繕
工
事

地
区　
渕
之
上

終
了
予
定　
６
月
30
日

交
通
規
制　
片
側
交
互
通
行

可
児
交
響
楽
団
演
奏
会
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
翼

問 

同
楽
団
の
武
井
さ
ん
☎
�
８
０
４
９

日
時　
６
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時

（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

曲
目　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
交
響
曲
25
番
」、

エ
ル
ガ
ー
「
威
風
堂
々
」
な
ど

入
場
料　
１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
ア
ー
ラ
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
武
井
さ
ん

は
る
こ
ま
の
会 

舞
踊
シ
ョ
ー

問 

同
会
の
春か

す
み見

さ
ん
☎
㉕
５
５
６
９

日
本
舞
踊
や
創
作
舞
踊
な
ど
を
披
露
し
ま

す
。

日
時　
６
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

（
開
場
は
午
後
０
時
30
分
）

場
所　
美
濃
加
茂
市
文
化
会
館

入
場
料　
無
料

か
に
６ 

レ
デ
ィ
ー
ス
大
会

問 

可
児
市
６
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
の
高
橋
さ
ん
☎

�
７
３
０
３

日
時　
６
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
15
分
～
）

場
所　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
）
他

参
加
ク
ラ
ス　
○
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
○
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ク
ラ
ス

参
加
資
格　
高
校
生
以
上
の
女
性
で
１
チ
ー

ム
６
人
以
上
（
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ス
は
５

人
以
下
で
も
参
加
可
）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円
（
５
人
以

下
の
場
合
は
１
人
２
５
０
円
）

記念品の缶バッジ

にチャレンジしよう
問  総合政策課

Ｋ検定とは可児市の特徴を集めた検定クイズです。現在挑戦でき
るのは初級問題（小学校高学年レベル）だけですが、夏頃には中級・
上級問題を作成予定です。

誰でも参加でき、合格者には記念品をお渡しします。市ホームペー
ジから参加できる他、総合政策課または各連絡所で問題用紙を配布
します。みなさんＫ検定にチャレンジして、可児市のことをもっと
知ってみませんか。

詳細は市ホームページ（http://www.city.kani.lg.jp/12335.htm)
でご確認ください。
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講座名 期日 時間 場所 受講料

スマートフォン
（アンドロイド）
体験講座

5/18（木）
午前 10 時

～午後３時

帷子公民館
各1,500円

5/25（木） 広見公民館
ゆとりピア

タブレット
（アンドロイド）
体験講座

6/12、6/19、
6/26 の各月
曜 日（ 全 ３
回）

午前 10 時
～正午

今渡公民館

2,300 円

パソコンの楽し
さと楽しみ方を
学ぶ楽習会

6/12、6/26
の各月曜日

（全２回）
午後１時

～３時 1,000 円

申
込
方
法　
参
加
希
望
ク
ラ
ス
、
参
加
選
手

氏
名
、
チ
ー
ム
名
、
チ
ー
ム
代
表
者
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
大
会
事
務
局

に
フ
ァ
ク
ス
、　

a_takahashi2003@
yahoo.co.jp

、
郵
送
（
〒
５
０
９
︲
０

２
０
４
禅
台
寺
６ 

ー 

10
）
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
む

申
込
締
切　
５
月
27
日
（
土
）

組
み
合
わ
せ
抽
選
会
・
大
会
説
明
会

日
時　
６
月
11
日
（
日
）
午
後
７
時
～

場
所　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動

問 

可
児
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
協
議
会
の
福
田
さ
ん

☎
０
９
０
（
６
０
７
５
）
７
０
７
２

家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
毛
布
を
貧
困
と
飢

え
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
へ
送
り
ま
す
。
温
か

い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
５
月
14
日
（
日
）　
午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　
バ
ロ
ー
広
見
店
駐
車
場

※
毛
布
１
枚
に
つ
き
ア
フ
リ
カ
へ
の
輸
送
費

１
０
０
０
円
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゆ
う
ゆ
う
健
康
ウ
オ
ー
ク 

参
加
者
募
集

問 

生
涯
学
習
健
康
市
民
グ
ル
ー
プ「
カ
ホ
ー

ラ
」
の
鈴
木
さ
ん
☎
�
７
２
６
５

市
の
歴
史
や
自
然
に
触
れ
な
が
ら
約
５
㎞

を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。

日
時　
５
月
25
日
（
木
）
午
前
９
時
～
正
午

※
少
雨
決
行
。

集
合
場
所　
春
里
公
民
館

参
加
費　
無
料

パ
ソ
コ
ン
講
座

問 

Ｉ
Ｔ
寺
子
屋
の
大
野
さ
ん

☎
�
０
３
９
３

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
を
学
び
ま
す
。

期
日　
５
月
25
日
、
６
月
８
日
の
各
木
曜
日

時
間　
○
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
○
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
都
合
の
良
い
日
時
に
受
講
で
き
ま
す
。

場
所　
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
JR
可
児
駅

西
、
総
合
会
館
分
室
内
）

定
員　
各
16
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
１
回
２
時
間
で
５
０
０
円

持
ち
物　
パ
ソ
コ
ン

※
持
参
で
き
な
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

唄
と
三
味
線 

民
謡
の
集
い

問 

玉
喜
会
の
玉
木
さ
ん
☎
�
７
１
６
１

日
本
の
民
謡
を
唄
と
三
味
線
で
披
露
し
ま

す
。

日
時　
６
月
４
日
（
日
）
正
午
～
午
後
４
時

（
開
場
は
午
前
11
時
30
分
）

場
所　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

入
場
料　
無
料

日
本
舞
踊
西
川
流 

春
の
お
ど
り

問 

三
寿
和
会
の
渡
辺
さ
ん
☎
�
３
０
６
０

か
つ
ら
と
衣
装
を
付
け
て
の
本
格
的
な
日

本
舞
踊
、
箏
・
尺
八
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
20
日
（
土
）
午
後
０
時
30
分
～

場
所　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

入
場
料　
無
料

可
児
無
眠
落
語
の
会 

か
た
び
ら
寄
席

問 

同
会
の
松
田
さ
ん
☎
�
４
５
４
９

日
時　
６
月
３
日
（
土
）
午
後
２
時
～
（
開

場
は
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
帷
子
公
民
館

出
演　
竜
宮
亭
無
眠
、
長
坂
亭
福
寿
、
き
っ

ち
ん
亭
す
な
富
錦　
他

入
場
料　
無
料

み
ん
な
で
唄
う
音
楽
会

問 
愛
岐
ケ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の
谷
中
さ
ん

☎
０
８
０
（
６
９
４
５
）
３
８
８
０

ピ
ア
ノ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
演
奏
で
童

謡
、
唱
歌
な
ど
を
一
緒
に
歌
い
ま
す
。

期
日　
５
月
26
日
（
金
）、
６
月
23
日
（
金
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
愛
岐
ケ
丘
集
会
場

入
場
料　
無
料

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

問 

か
に
ぱ
そ
こ
ん
く
ら
ぶ
の
谷
中
さ
ん

☎
０
８
０
（
６
９
４
５
）
３
８
８
０

定
員　
各
16
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
パ
ソ
コ
ン

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
主
催

者
が
用
意
し
ま
す
。

申
込
締
切　
５
月
17
日
（
水
）
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日　　時
毎週火・木曜日（午前９時～正午）
毎週日曜日（午前９時～午後３時）

回収品目

瓶、缶、ペットボトル、トレイ、発泡スチ
ロール、古着、紙類（紙パック、段ボール、
紙容器、新聞、雑誌、チラシ）、使用済み小
型家電（30cm×15cmの投入口に入る
もの）、廃食用油、乾電池、蛍光灯
※新聞とチラシは分ける。

場　　所
可児市エコドーム
（姫ケ丘4―9・可児工業団地内）

期　　日
毎月第２・４日曜日
11日（日）、25日（日）

時　　間
午前９時～午後４時30分
（受け付けは午後４時まで）

場　　所 大森ガレキ処分場（大森347―2）

6 月のごみ・リサイクル資源回収日6 月のごみ・リサイクル資源回収日 6 月のエコドーム開催日6 月のエコドーム開催日

6 月のガレキ処分場開場日6 月のガレキ処分場開場日

収集地区
ガラス類
瓶資源
紙容器

金物類
粗大ごみ

缶
ペットボトル
トレイ資源

陶磁器類

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

７
（水）

14
（水）

21
（水）

３
（土）

今渡・土田 ５
（月）

12
（月）

19
（月）

10
（土）

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

１
（木）

８
（木）

15
（木）

17
（土）

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

８
（木）

15
（木）

22
（木）

24
（土）

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・
矢戸・塩・塩河・室原・坂戸台

14
（水）

21
（水）

28
（水）

―

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上・兼山

９
（金）

16
（金）

23
（金）

―

下切・北姫ニュータウン・姫ケ丘・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見

２
（金）

９
（金）

16
（金）

―

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

６
（火）

13
（火）

20
（火）

―

資源回収にご協力を※ごみは当日の午前８時までに出してください。

もう一度確認を！ 災害時の情報収集もう一度確認を！ 災害時の情報収集

5 月の税金など5 月の税金など

6 月の日曜窓口6 月の日曜窓口

すぐメールかに
　あらかじめ登録した携帯電話などの
メールアドレスに、災害や気象に関する
情報を配信します。その他、暮らしに役
立つ市政情報も配信しています。

納期限は 5 月 31 日（水）です。
　口座振替をご利用の場合は、残高不足にご注意くだ
さい。

4日㈰・18日㈰
　市は、毎月第１・３日曜日に、市民課、税務課、収
納課で証明書の発行業務などを行っています。

「防災無線」電話で確認サービス
専用電話番号  ☎ 0574 � 1548
　防災無線で放送された内容を、放送後に電話
で確認できます。
※通話料金が必要です。
※防災無線放送後、24時間経過すると消去されます。

○軽自動車税………………………全期
○後期高齢者医療保険料………５月期

時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
場所　市役所庁舎東館（入り口は東口）
業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書

の発行、印鑑登録・廃止、パスポートの受け
取り、戸籍の届け出、各種税務証明書の発行、
税の支払い、納税相談

※住所変更やパスポートの申請はできません。

登録方法はコチラ
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6 月の無料相談6 月の無料相談

小児救急電話相談小児救急電話相談

休日・祝日の診療のお問い合わせ休日・祝日の診療のお問い合わせ

　休日や夜間の子どもの急な病気やけがの際に、
家庭での対処法や医療機関を受診すべきかについ
て、専門の相談員に電話で相談できます。

利用時間
　○月～金曜日…午後６時～翌朝８時
　○土曜、休日、年末年始（12/29 ～1/3）…24 時間

利用できる電話
　携帯電話（NTTdocomo、SoftBank、au のみ）、
　プッシュ回線契約電話、プッシュ式公衆電話
※その他の電話からは☎058（240）4199におかけください。

　休日や祝日、年末年始に救急車を要請するほどで

はない急病人やけが人が発生し、医療機関を紹介し

てほしい時には、右記へお問い合わせください。

救急医療情報センター（可茂消防本部内）

☎ ㉕ 3799

相談名 期日 時間 場所 備考 問合先

住宅（建築）相談  ６日（火） 午後１時～４時 市役所１階相談室 耐震・空き家などの相談も可
相談員：建築士 建築指導課

行 政 相 談  ９日（金） 午後１時～４時 市役所１階相談室 相談員：行政相談委員 総務課

宅 地 建 物
取 引 相 談  １日（木） 午後１時～４時 市役所４階第２会

議室

岐阜県宅地建物取
引業協会中濃支部
☎㉓１８００

消費生活相談 毎週月・水・木・金
曜日（祝日を除く） 午前９時～午後３時 市役所１階相談室 相談員：消費生活相談員 産業振興課

生 涯 学 習 相 談  ３日（土）、
18日（日）

午後１時30分
　　　　～４時

文化創造センター・
アーラ

生涯学習かに
の丸山さん
☎090（6590）4285

若 者 自 立
支 援 相 談

毎週水曜日（祝日
を除く）

午前９時30分
　　　～午後５時 総合会館分室 相談員：キャリアコンサルタント

（要予約）

岐阜県若者サポー
トステーション
☎058（216）0125

心配ごと相談 毎週火曜日 午後１時～４時
（受け付けは３時30分まで） 福祉センター 相談員：司法書士、民生児童委員 市社会福祉協議会

☎�１５５５

発 達 と 教 育
の 相 談 会 14日（水） 午後１時 30 分

　　　～３時 30 分 総合会館分室 小中学校、教育研究所に電話で
申し込む

教育研究所
☎�４８４１

心の電話相談 毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前９時～午後４時 総合会館分室 不登校、いじめなど学校生活に

関わる相談
教育研究所
☎�２４４４

こ と ば ・
発 達 相 談

毎週月曜日
（祝日、年末年始を除く）

予約時に相談して決
める

市役所４階こども応
援センターぱあむ

就学前の子どもの発達に関する
相談（要予約）

こ ど も 応 援 セ ン
ターぱあむ
☎�１１１２

法 律 相 談 毎週火曜日 午後１時～４時 市役所１階相談室 相談員：弁護士 ( 要予約）４週
先まで予約可（定員あり） 人づくり課

男
女
共
同
参
画

悩 み 相 談

10日（土） 午後１時30分
　　　～４時30分

文化創造センター・
アーラ

相談員：専任アドバイザー（要
予約）電話相談も時間内のみ可 人づくり課

※申込開始は
５月29 日（月）
午前８時30 分。

法 律 相 談 相談員：女性の弁護士（要予約）

交流サロン

人権・困りごと相談  １日（木） 午前10時
　　　～午後４時 福祉センター 相談員：人権擁護委員 人づくり課

精 神 保 健
福 祉 相 談

14日（水） 午後１時30分
　　　～４時30分

帷子公民館 心の病気（うつ病など）の相談
事前に電話で予約する 福祉課

28日（水） 市役所１階相談室

障 が い 者
就労支援相談 27日（火） 午後１時30分～３時 ハーモニー

（福祉センター内） 事前に電話で予約する サテライトｔ（ティー）
☎0572㉖9721

♯ ８ ０ ０ ０
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市民と市が進める木曽川周辺の整備計画が、国土交
通省が展開する河川を活用したかわまちづくりの支援
制度に登録され、その伝達式が行われました。

今渡から土田にかけての木曽川左岸は地元ボラン
ティアにより整備され、木曽川を間近に眺めながら散
策できる遊歩道があります。３月 26 日にはかわまち
づくりの一環として、この遊歩道を含むコースでウオー
キングイベントを開催しました。現地では整備活動を
行った地元ボランティアが、木曽川にまつわるさまざ
まな話を紹介。参加者は興味深い話に耳を傾けながら
景観の良い道のりを楽しみました。

市は今後、河川管理者である国の支援を受けながら、
遊歩道や子どもを中心とした幅広い年齢層の遊び場の
整備を進めます。また自然に親しむイベントの開催な
ど、市民にも市外の来訪者にも親しまれるかわまちづ
くり事業を推進していきます。

にぎわいと潤いに満ちた空間へ

市消防団が消防庁から消防団等地域活動表彰を受賞
し、３月15日に中島団長が受賞を報告しました。これ
は、消防団の地域での活動や、平成26年に発足した女性
消防団の活動が認められたものです。

市長は「消防団は地域の大切な組織であり、消防団員
となって成長する若者も多い。この受賞を機により多く
の人に消防団の良さを知ってもらいたい」と話しまし
た。

認可保育園「はぐみの森保育園」が塩地内に完成し、
４月１日に開園しました。同園は、待機児童対策として
市が無償貸与した土地を社会福祉法人・村の木清福会が
整備し、運営しています。また可児川など豊かな自然環
境に恵まれており、隣接する老人福祉施設・可児川苑と
の連携も期待されています。

同園の他にも瀬田地内に小規模保育園が新たに１園開
園されるなど、高まる保育需要に応える取り組みを進め
ています。

地域をつなぐ消防団

はぐみの森保育園が開園

受賞を報告する中島団長

塚原中部地方整備局長（左）から登録証を受け取る冨田市長

話を聞きながら木曽川遊歩道を散策する参加者たち

開園したはぐみの森保育園
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４月２日、土田の白鬚神社の大祭・流鏑馬祭りが行わ
れました。五穀豊穣を祈願する春の例祭で、本殿から御
旅所までみこしを運び神事を挙行する祭事と、地元の若
者が馬に乗って参道を駆け抜ける流鏑馬が行われていま
す。

乗り手に選ばれた地元の若者２人が人馬一体となって
約 400 ｍの参道を駆け、的に向かって矢を投げると、沿
道に集まった観客から大きな歓声が上がりました。

３月27日に、認知症予防教室の修了式が総合会館で行
われ、全18回のプログラムを修了した31人に修了証が手
渡されました。

教室ではコグニサイズと呼ばれる脳と体を同時に鍛え
る運動を県内市町村で初めて取り入れ、参加者同士が楽
しみながら認知症予防に取り組んできました。今年度も
桜ケ丘公民館、帷子公民館で同様の教室を実施するな
ど、認知症予防の取り組みを進めていきます。

兼山の蘭丸ふる里の森で４月２日に開催された、美濃
金山城桜まつり。

当日は各種団体による演奏や、可児市の観光物産品の
販売、国史跡・美濃金山城跡の見学ツアー、チャンバラ
合戦などが行われ、祭りを盛り上げました。

会場では兼山保育園による野
の

点
だ て

も行われ、園児たちは
丁寧にお茶をたてて振る舞うなど、来場者をもてなして
いました。

可児川下流域自然公園で３月25日と26日の２日間、カ
タクリまつりが開催されました。公園内にはカタクリ約
10万株が群生し、遠方からも写真愛好家が訪れる名所と
なっています。

今年は開花が遅れ全体の１割ほどしか咲いていません
でしたが、会場には郷土料理「サヨリめし」の販売や押
し花を使ったしおり作りの体験ブースなどが出店し、多
くの来場者が春のひと時を満喫しました。

人馬一体、参道を駆ける

コグニサイズで認知症予防

にぎわい集まる桜まつり

カタクリまつりを開催

流鏑馬（やぶさめ）祭りの様子

お茶をたてる園児

しおり作りを体験する来場者

グループで運動に取り組む参加者

広報かに  2017.5　1819　広報かに  2017.5



「
ご
み
が
散
ら
か
っ
て
い
た
り
、
落

書
き
が
多
く
、
す
れ
違
っ
て
も
挨
拶
さ

れ
な
い
と
こ
ろ
は
、
他
人
や
地
域
に
無

関
心
な
町
だ
か
ら
、
狙
い
目
だ
」
と
、

空
巣
の
常
習
犯
だ
っ
た
人
か
ら
聞
き
ま

し
た
。
道
路
脇
や
公
園
、
家
々
に
き
れ

い
に
花
が
植
え
ら
れ
、
ご
み
も
な
く
、

挨
拶
が
交
わ
さ
れ
る
、そ
ん
な
地
域
は
、

気
持
ち
が
い
い
も
の
で
す
よ
ね
。

市
内
で
は
、
小
中
学
生
、
企
業
、
自

治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
多
く

の
方
々
が
地
域
を
清
掃
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
に
２
回
行
わ
れ
る
花

い
っ
ぱ
い
運
動
で
は
、
小
さ
い
子
か
ら

年
配
の
方
ま
で
、
協
力
し
て
地
域
を
き

れ
い
に
し
ま
す
。

可
児
署
管
内
で
は
、
ピ
ー
ク
時
に

比
べ
て
刑
法
犯
は
約
30
％
に
、
少
年
非

行
は
約
６
％
ま
で
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。
地
域
を
き
れ
い
に
し
て
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。本

市
に
は
、
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
２
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

市
が
管
理
す
る
道
路
の
除
草
や
清
掃
な

ど
を
し
て
く
れ
る
団
体
で
、
活
動
費
用

の
一
部
を
市
が
負
担
し
ま
す
。
現
在
36

団
体
が
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
公
共
の
場
所
を

清
掃
す
る
団
体
や
個
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
用
の
ご
み
袋
を
お
渡
し
し
、
集
め
た

ご
み
の
処
理
は
市
が
行
い
ま
す
。
市
だ

け
で
は
と
て
も
無
理
な
の
で
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
１

つ
「
鳩
吹
山
を
緑
に
す
る
会
」
の
皆
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
大
火
災
を

被
っ
た
鳩
吹
山
に
植
樹
を
し
よ
う
と
、

昭
和
63
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

で
は
国
道
41
号
の
清
掃
活
動
や
、帷
子・

薬
王
寺
の
希
少
植
物
保
全
な
ど
の
活
動

を
さ
れ
、
今
年
で
結
成
30
周
年
で
す
。

「
月
１
回
、
国
道
41
号
の
清
掃
を
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
ご
み
が
減
り

ま
せ
ん
。
以
前
、
大
雨
で
側
溝
に
ご
み

が
詰
ま
っ
て
、
帷
子
イ
ン
タ
ー
の
辺
り

が
浸
水
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
災
害
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
少
し
で
も
地
域
が
き

れ
い
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
、
ご
み
拾
い

を
続
け
て
い
ま
す
」
会
員
に
は
外
国
籍

の
方
も
お
ら
れ
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
日

本
が
負
け
た
試
合
後
に
、
応
援
席
の
ご

み
拾
い
を
し
て
い
た
日
本
人
サ
ポ
ー

タ
ー
の
姿
が
、
世
界
か
ら
賞
賛
を
受
け

ま
し
た
。
ご
み
拾
い
を
す
る
他
国
の
サ

ポ
ー
タ
ー
も
出
て
き
た
そ
う
で
す
。「
自

分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
き

れ
い
に
す
る
」
そ
ん
な
こ
と
が
、
可
児

市
で
は
、
当
然
の
日
常
に
な
っ
て
い
け

ば
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

この日は小雨の中の清掃活動。少しの時間で可燃ご
み 12 袋、不燃ごみ 2 袋が集まりました。

缶、ペットボトルなどさまざまなごみがあり、常習的に
捨てていると思われるごみも。タバコの吸殻が入って
いる缶の処理に大変苦労するそうです。

き
れ
い
な
ま
ち
で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
そ
う

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ
47
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広報番組のお知らせ

5/6（土）～ 12（金）

ようこそ !市長室へ

5/13（土）～ 19（金）

地震から家を守る～耐震診断・耐震改修～

5/20（土）～ 26（金）

簡単！山ごはんレシピ
1・2・3・4 で健康づくり

5/27（土）～ 6/2（金）

好きなのはカニダー

図書館だより
本館（広見）� ☎� 5120
帷子分館� ☎� 8530
桜ケ丘分館� ☎� 3473

展示のご案内（本館）
うちどく10おすすめのノンフィクション展
期間　５月 25 日（木）まで
たばこについて知っていますか？展
期間　５月 27 日（土）～６月４日（日）
５月 31 日は世界禁煙デーです。たばこと
健康問題について考えてみませんか。

かにっ子タイム
○工作教室「牛乳パックで作るびっくりカメラ」

日時　６月 17 日（土）午後２時～
場所　図書館本館
講師　工作☆ふしぎな泉
定員　20 人（親子での申し込みも可）
申込開始　５月 17 日（水）
持ち物　はさみ

さんしろう絵本ライブ
絵本をスライドで映しながら、歌ったり、
言葉遊びをする楽しいトークライブです。
日時　７月１日（土）午後２時～
場所　図書館本館
講師　杉山三四郎さん
定員　親子で 50 組（先着順。１人での参

加も可）
申込開始　６月６日（火）

新しく入った本
「超巨大ブラックホールに迫る」

平林久／作（新日本出版社）
「いのちのひろがり」
中村桂子／文、松岡達英／絵（福音館書店）

「重力って…」
ジェイソン・チン／作、竹内薫／訳（偕成社）

「コウノトリのコウちゃん」
かこさとし／さく（小峰書店）

本館
　火～金　午前10時～午後７時
　土日祝　午前10時～午後５時
帷子・桜ケ丘分館
　午前９時～午後５時

開館
時間

本館・分館共通
毎週月曜日、26日（金）
帷子分館　21日（日）

５月の
休館日

【
児
童
書
】

木曜日　11:20・18:00放送
時刻

いきいきマイタウン 可児市役所からこんにちは

5/4（祝）

ようこそ !市長室へ

5/11（木）

可児市ふるさと広報大使塚本明里の「あかりぃ話」

5/18（木）

水防訓練

5/25（木）

可児市ふるさと広報大使塚本明里の「あかりぃ話」

ケーブルテレビ可児で ＦＭららで

月～金曜日　7:00・12:00・19:00・22:00
土・日曜日　12:00・19:00・22:00

放送
時刻

冨田市長がまちの清掃
活動をテーマに、市の
制度やボランティア活
動について語ります。

ふるさと調査官カニ
ダーが、可児市の安心・
安全を守る消防団を調
査します。

「ようこそ！ 市長室へ」と「あかりぃ話」は
インターネットでいつでも聞けます。

４月から再
放送を始め
ました

広報紙をもっと身近に

スマホやタブレットで「広報
かに」がいつでも読めるアプ
リです。

※アプリの使用は無料ですが、情
報を受信する際の通信費用が
必要です。

可児市ふるさと広報大使
塚本明里さん

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら
！

おはよう可児市役所　月～金曜日　8:00 ～

記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

市の人口
4月1日現在

（　）内は前月比

101,297人	 （－241）　　男 50,155人　女 51,142人
　41,085世帯（＋60）
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「広報かに」5月号、1部当たりの
印刷費は約15.21 円（税込）です。

広
報
か
に
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

植
物
油
イ
ン
キ
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

2017・5
No.832

全面広告




